
　

昭
和
44
年
12
月
か
ら
26
年
の
永
き
に

わ
た
り
消
防
団
員
を
努
め
ま
し
た
。

　

市
民
へ
の
奉
仕
の
精
神
の
も
と
、研

鑽
努
力
を
惜
し
ま
ず
、積
極
的
に
職
務

遂
行
に
あ
た
り
、部
下
団
員
の
指
導
、育

成
、技
術
向
上
に
努
め
、ま
た
幾
多
の
災

害
に
対
処
し
、常
に
第
一
線
に
あ
っ
て

災
害
の
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
昭
和
60
年
か
ら
福
岡
県
公
安
委

員
会
少
年
指
導
委
員
と
し
て
、
安
全
で

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
少
年
及
び
保
護
者
か
ら
の
相
談
に

対
し
誠
心
誠
意
を
も
っ
て
指
導
を
行
い
、

少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
し
た
功
績
は

絶
大
で
す
。

 

丸ま
る
つ
か塚

　
清き

よ
た
か隆

さ
ん

（
大
字
奈
良
）

　

平
成
２
年
４
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
20
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
後
藤
寺
東

団
地
区
長
と
し
て
卓
越
し
た
手
腕
と
公

正
中
立
な
立
場
で
、
地
域
住
民
の
生
活

環
境
、
福
祉
の
向
上
、
地
域
の
発
展
等

に
献
身
し
、
現
在
も
区
長
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
５
年
７
月
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
17
年
以
上
に
わ
た
り
田
川

市
区
長
会
理
事
と
し
て
会
務
の
円
滑
な

運
営
に
寄
与
し
、
そ
の
会
に
お
い
て
、

平
成
19
年
度
及
び
平
成
20
年
度
は
副
会

長
と
し
て
そ
の
重
責
を
果
た
し
、
現
在

も
常
務
理
事
と
し
て
地
域
社
会
の
発
展

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

 

柏か
し
わ
ぎ木

　
順じ

ゅ
ん
こ子

さ
ん（

桜
町
）

　

平
成
17
年
４
月
の
教
育
長
就
任
以
来
、

「
自
己
有
用
感
を
育
む
教
育
」
を
本
市

学
校
教
育
の
理
念
と
し
て
揚
げ
、
学
校

教
育
の
充
実
、
社
会
教
育
の
発
展
に
精

力
的
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
力
の
二
極
化
、
生
活
習
慣

と
規
範
意
識
の
低
下
等
を
改
善
す
る
施

策
と
し
て「
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
、
先
頭
に

立
っ
て
指
揮
し
、
児
童
生
徒
の
学
力
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
は
、
県
に
お
け
る
師
表
と

も
な
る
施
策
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、

県
内
の
教
育
発
展
に
尽
力
し
た
功
績
は

絶
大
で
す
。

 

下し
も
じ
ょ
う條

　
駿た

か
し

さ
ん（

大
字
位
登
）

　

昭
和
50
年
３
月
か
ら
35
年
の
永
き
に

わ
た
り
消
防
団
員
を
務
め
ま
し
た
。

　

消
防
任
務
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
副

団
長
と
し
て
団
員
の
規
律
保
持
、
防
火

思
想
の
普
及
に
努
め
、
火
災
そ
の
他
の

災
害
発
生
に
際
し
て
は
、
消
火
、
防
災

の
指
揮
に
あ
た
り
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
生
命
財
産

の
安
全
・
保
護
の
た
め
献
身
的
に
消
防

業
務
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
将
来
の
消
防
を
展

望
し
て
消
防
力
の
機
動
化
、
団
員
の
処

遇
改
善
に
意
を
注
ぎ
、
消
防
の
発
展
と

郷
土
防
災
の
責
務
に
傾
注
し
た
功
績
は

絶
大
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
防
災
課

　
（
☎
44
・
２
０
０
０
内
線
３
２
１
）　

文
化
功
労
者

　

文
化
功
労
者
の
称
号
は
、
功
績
が
極

め
て
顕
著
で
、
市
民
の
文
化
・
体
育
の

向
上
発
展
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
ま

す
。

 
側そ

ば
し
ま嶋 

眞ま

ち

こ

智
子
さ
ん

（
番
田
町
）

市
政
功
労
者

　

市
政
功
労
者
の
称
号
は
、
功
績
が
極

め
て
顕
著
で
、
市
政
の
振
興
発
展
に
貢

献
し
た
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

 

谷た
に
ぐ
ち口 

松ま

つ

た

ろ

う

太
郎
さ
ん

（
大
字
弓
削
田
） 

　

昭
和
56
年
７
月
に
田
川
商
工
会
議
所

常
議
員
に
就
任
後
、
副
会
頭
及
び
顧
問

の
要
職
を
歴
任
し
、
商
工
業
の
振
興
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
い
に
尽
力
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
６
年
か
ら
青
少
年
の
健

全
育
成
を
目
的
と
し
た
谷
口
松
太
郎
杯

「
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
住
民
参

加
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

と
し
て
、
平
成
17
年
か
ら
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
法
面
に
モ
ミ
ジ
の
植
栽
活
動
を
行

い
、
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
参
加
意
識
を

醸
成
し
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
及
び
観

光
振
興
に
尽
く
し
た
功
績
は
絶
大
で
す
。

 

古こ

が賀
　
德の

り

お生
さ
ん（

本
町
）

　

昭
和
28
年
筑
豊
美
術
協
会
展
に
作
品

を
出
品
し
創
作
活
動
を
開
始
し
、
昭
和

37
年
の
田
川
美
術
協
会
の
創
立
に
尽
力

し
ま
し
た
。
翌
38
年
の
田
川
美
術
協
会

第
１
回
展
に
出
品
し
て
以
来
、
示
現
会

展
、
筑
豊
美
術
展
、
福
岡
県
美
術
展
、

日
本
美
術
展
覧
会
に
出
品
し
、
日
本
美

術
展
覧
会
で
は
６
度
の
入
選
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
53
年
か
ら
田
川
美
術
協

会
理
事
、
平
成
４
年
か
ら
筑
豊
美
術
協

会
理
事
、
平
成
５
年
か
ら
は
福
岡
県
美

術
協
会
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
地
域
文

化
の
発
展
に
尽
力
し
、
県
内
の
文
化
振

興
に
寄
与
し
た
功
績
は
絶
大
で
す
。

教
育
功
労
者

　

教
育
功
労
者
の
称
号
は
、
市
の
教
育
、

学
術
、
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
人
ま

た
は
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

○
文
化
の
充
実
発
展
に
尽
く
し
た
功
績

 

谷た
に
ぐ
ち口 

寿す

み

こ

美
子
さ
ん

（
大
字
弓
削
田
）

○
学
校
体
育
の
発
展
に
尽
く
し
た
功
績

  

荒あ

ら

き木
　
和か

ず
ひ
さ久

さ
ん

（
大
字
位
登
）

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課

　
（
☎
44
・
２
０
０
０
内
線
５
５
２
）

平
成
22
年
度
の
市
政
功
労
者
と
文
化
功
労
者
、
教
育
功
労
者
が
決
定
し
ま
し
た
。


